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1．背景と目的 
伝統木造建築物に用いられた古材に関する研究は，古

材の圧縮試験 1)や曲げ試験 2)をおこない古材の材料特性を

把握する研究がおこなわれているが，摩擦係数に関して

は調べられていない．一方，他分野では，気象劣化によ

って摩擦係数が材料に与える影響について確認したもの

はあるが 3)，古材の摩擦試験をおこない，経年変化による

摩擦係数への影響を把握した研究は見当たらない．また，

古材の内部と表面では表面の方が劣化は大きいことが明

らかになっている 4)．そこで本報は，太陽光や雨水などに

よる気象劣化によって木材表面の色調が変化している古

材を対象に，同一部材から切り出した内部および表面の

静摩擦係数を傾斜法によって評価した結果を報告する． 
 

2．試験体の概要 
試験体は，大阪府泉南市の南泉寺境内において 1856 年

（安政 3 年）に再興された保存登記記録が残る御堂の解体

部材である斗栱の枠肘木から切り出したものを対象とす

る．試験体の樹種はひのきであり，部分圧縮試験を実施

するために 90mm×30mm×30mmになるように切り出した

ものを用いた．切り出す際に，古材の表面 1 面を残したも

の（以下，表面試験体と記す．）と，表面から 15mm 程度

内側から切り出したもの（以下，内部試験体と記す．）を

それぞれ 6 体ずつ用意し，試験体数は計 12 体とした．図

1 に試験体切り出し位置を示す．表 1，表 2 に内部試験体，

表面試験体の試験体概要をそれぞれ示しており，写真 1 に

太陽光や雨水などで経年変化した古材の外観を示し，写

真 2 に内部試験体と表面試験体をそれぞれ示す． 

 
図 1 試験体切り出し位置 

  

写真 1 試験体外観 写真 2 試験体内部と表面 
 

表 1 試験体概要（内部試験体） 

  I1 I2 I3 I4 I5 I6 

幅 mm 29.74 29.58 30.23 29.80 30.31 30.24 

長さ mm 30.53 28.77 30.08 29.67 30.34 30.25 

高さ mm 90.15 89.18 89.82 89.92 88.66 89.94 

年輪幅 mm 2.25 2.36 4.30 4.17 3.71 4.50 

比重 g/cm3 0.46 0.47 0.48 0.59 0.56 0.50 

含水率 ％ 6.70 6.45 12.35 18.38 15.50 12.63 
 

表 2 試験体概要（表面試験体） 

  S1 S2 S3 S4 S5 S6 

幅 mm 29.76 30.18 30.25 30.38 30.83 30.01 

長さ mm 30.40 30.47 30.02 30.31 30.02 30.13 

高さ mm 90.05 89.77 90.52 90.77 90.92 90.14 

年輪幅 mm 4.00 3.57 2.88 3.07 4.00 4.00 

比重 g/cm3 0.51 0.48 0.53 0.62 0.57 0.55 

含水率 ％ 12.35 10.38 11.06 13.75 12.35 12.03 
 
3．試験概要 
静摩擦係数を把握するため，傾斜法による摩擦試験を

おこなった．試験体のうち，同仕様の試験体 6 体を 2 体を

一組とし，摩擦試験の上部の試験体と下部の試験体とし

た．試験体の組み合わせを表 3 に示す．接触面が約 30mm
×90mm=2700mm2 となるように試験体を試験機に設置し

た．また，接触面に節が無い試験体を試験に用いた．図 2，
図 3 に試験体設置状況をそれぞれ示しており，剛な板の上

に試験体，角度計を設置し，変位計を二つ設置した．試

験体の上に 566g の錘を設置し，錘に糸を付け，荷重計に

繋がるように緩めて取り付けた．試験速度は十分に剛な

板の角度が毎秒 1°程度となるように板の一端を一定の速
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度で引き上げた．角度計は 0.05°まで計測できるものを使

用した．試験の様子を正面からカメラで撮影した．試験

回数は 1 試験体あたり 5 回とした． 
 

表 3 試験体組み合わせ 

 組み合わせ 
内部試験体 I1-I2 I3-I4 I5-I6 
表面試験体 S1-S2 S3-S4 S5-S6 

 

 
図 2 試験体セットアップ（正面） 

 

 

図 3 試験体セットアップ（上面） 

 

4.試験結果 
カメラで撮影した試験の様子から，試験体が動いた時

点の角度計の角度を読み取り，算出した摩擦係数を摩擦

係数 1 とし，変位計と荷重計の測定結果から荷重計に荷重

がかかった時点の変位計 1 と変位計 2 で得られた変位と各

変位計距離の関係から角度を求めて，算出した摩擦係数

を摩擦係数 2 とした． 
計測方法の違いによる摩擦係数の違いは，内部試験体

の場合，角度計により読み取った角度から求めた場合と

変位計と荷重計から読み取った角度の差は平均で 1.01°と

なり，摩擦係数 1 と摩擦係数 2 の差は 0.02 となった．ま

た，表面試験体の場合，角度計により読み取った角度か

ら求めた場合と変位計と荷重計から読み取った角度の差

は平均で 0.41°となり，摩擦係数 1 と摩擦係数 2 の差は

0.01 となった．各試験体の試験の結果の平均値を表 4 に示

す．摩擦係数は古材の内部試験体では平均 0.45，表面試験

体では平均 0.59 となり，表面試験体のほうが 0.14 大きい

結果となった． 
表 4 試験結果 

 I1-I2 I3-I4 I5-I6 S1-S2 S3-S4 S5-S6 

角度 1*1 (°) 27.37 27.13 19.91 31.92 25.94 32.79 
摩擦係数 1 0.52 0.51 0.36 0.62 0.49 0.64 

摩擦係数 1 の 

平均値 
0.46 0.59 

角度 2*2 (°) 25.95 25.96 19.46 31.55 25.61 32.28 
摩擦係数 2 0.49 0.49 0.35 0.61 0.48 0.63 

摩擦係数 2 の 

平均値 
0.44 0.58 

*1試験体が動いたときの角度計から読み取った角度 
*2試験体が動いた時の変位計から読み取った角度 

 

5．まとめ 
167 年前に建設された伝統木造建築物から抜き取りをお

こなった古材の内部から切り出した試験体と，表面を一

面残して切り出した試験体の傾斜法による摩擦試験を実

施した．その結果，内部から切り出した試験体の静摩擦

係数は平均で 0.45 となり，表面を一面残して切り出した

試験体の静摩擦係数は平均で 0.59 となり，太陽光や雨水

などによる気象劣化によって木材表面の色調の変化が目

視で確認できる表面の方が静摩擦係数が高くなる結果と

なった． 
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